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  〔Ｄ０４０〕  ト ン ネ ル 基 本  

この調査表は、トンネルの主要な諸元（トンネル分類、等級、延長、断面、非

常用施設、他域延長、幅員、線形、舗装等）に関するデータを登録するためのも

のである。 

１．一般的注意事項 

（１）デ－タは次の単位で作成する。 

○  供用開始された１トンネル単位とする。 

○  トンネルが１箇所において上下線等に分離されて設けられている場合は、分離されたトン

ネル毎に１トンネルとして取扱う。 

○  自動車専用トンネルと自転車歩行者専用トンネル別に分離されて設けられている場合は、

分離されているトンネル毎に１トンネルとして取扱う。 

（２）トンネルに関する写真・図面類については「D041トンネル図面類」にて作成する。 

（３）トンネルに関する補修履歴等については「D042トンネル補修歴」にて作成する。 

（４）トンネル内の占用物件については「D043トンネル占用物」にて作成する。 

 

２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

（Ｊ）整理番号３ 

（Ｎ）補助番号 
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上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）、（Ｉ）、

（Ｊ）、（Ｎ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），

§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｐ）トンネルコ－ド：◆ 

トンネルコードについては以下の通り記入する。 

・既存データを貸与されている場合は、既存データに記載されている値を記入する。 

・既存データを貸与されていない場合は、未記入とする。 

（Ｑ）分割区分Ｃ：◆ 

該当するトンネルの分割区分について、該当するコードを記入する。 

区    分 コ－ド 

   本 
   線 
   の 
   場 
   合 

上下線共用 
 

上  り  線 
 

下  り  線 

０ 
 
１ 
 
２ 

 自歩 
 転行 
 車者の
 ・専場
   用合 

自転車・歩行者専用 
 

歩行者専用 
 

自転車専用 

３ 
 
４ 
 
５ 

（Ｓ）名称：◆ 

該当する区間のトンネルの名称を、２０文字以内の日本語（漢字、ひらがな、カタカナ、及び

英数字）で記入する。名称がない場合は、設置箇所の地先名等を記入する。 

（Ｔ）百米標自（㎞） 

該当する区間の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道路施設基本データ作

成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｕ）距離自（ｍ） 

該当する区間の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法については、「道路施設基

本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｖ）百米標至（㎞） 

該当する区間の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道路施設基本データ作

成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｗ）距離至（ｍ） 

該当する区間の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法については、「道路施設基
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本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｚ）施設完成年度 

施設が完成した年度を記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。 

（記入例） 昭和６１年   ―――＞   ３６１ 
↑ 

年号コード（３：昭和） 

（AA）施設改修年度：◆ 

施設を改修した年度を記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。施設の改修がなされていない場合は‘＊’を記入する。 

（記入例） 平成 ５年   ―――＞   ４０５ 
↑ 

年号コード（４：平成） 

（AB）一般有料区分Ｃ：◆ 

一般・有料の別について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

  一般（無料）トンネル 

  有料トンネル 

１ 

２ 

（AD）トンネル分類Ｃ：◆ 

トンネルの分類について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド  

  陸上トンネル  掘進工法 

                開削工法           

                そ  の  他 

  水底トンネル  掘進工法 

                沈埋工法           

                開削工法           

                そ  の  他 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

 

 

注）

 

注）水底トンネルとは、海、湖沼及び河川に設けられたものをいう。 

シ－ルド工法は掘進工法として取扱うこと。 
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（AF）トンネル工法Ｃ 

トンネル工法について、該当するコ－ドを記入する。 

区    分 コ－ド 

  全断面掘削 

  きのこ型掘削 

  上部半断面先進掘削 

  底設導坑先進掘削 

  側壁導坑先進掘削 

  全断面ショ－トベンチカット工法 

  そ  の  他 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

９９ 

（AH）完成年次：◆ 

完成年次について記入する。（年は和暦を記入） 

年号コードについては、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共

通注意事項」を参照のこと。施設の改修がなされていない場合は‘＊’を記入する。 

（記入例）  大正１０年     ―――＞   ２１０ 
↑ 

年号コード（３：昭和） 

（AI）トンネル延長（ｍ）：◆ 

坑門（入口）から坑門（出口）までのトンネル延長を、小数点以下１位まで記入する。 

（記入例）  Ｌ＝１５４０．５３ｍ    ―――＞  １５４０．５ 

（AK）建築限界高（ｍ）：◆ 

トンネルの内空断面の建築限界高を、小数点以下２位まで記入する。 

（AL）中央高（ｍ）：◆ 

トンネルの内空断面の中央高を、小数点以下２位まで記入する。 

（AM）有効高（ｍ）：◆ 

トンネルの内空断面の有効高（車道端からの鉛直線が壁面または天井板と交わるまでの高さ）

を、小数点以下２位まで記入する。 
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（AO）トンネル等級Ｃ：◆ 

トンネル等級区分について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

ＡＡ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

そ の 他 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

９ 
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（AQ）交通量（台／日）：◆ 

トンネルの現況の交通量を記入する。 

（記入例）  Ｎ＝５，０００台    ―――＞  ５０００ 

なお、自転車歩行者専用トンネルの場合、該当なしとして‘＊’を記入する。 

（AR）壁面種類Ｃ：◆ 

壁面種類について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド  

内装なし  素    掘  

          吹    付 

          覆    工 

内装あり  ブロック張り工法 

          パネル張り工法 

          タイル張り工法 

          そ  の  他 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

注）

      

注）素掘とは掘削後地肌のままの状態のものをいい、吹付とは地肌をセメントモル

タル等を材料として吹付工法により被覆しているものをいう。また、覆工とは地

肌を被覆しているもので、吹付工法によらないものをいう。 

（BC）側壁巻厚（㎝）：◆ 

側壁部の設計最小覆工巻厚を記入する。 

（BE）ア－チ半径（㎝）：◆ 

アーチ部の半径を記入する。 

（BH）換気種別Ｃ：◆ 

トンネル内の換気種別ついて、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

自 然 換 気           

強制（機械）換気 

そ の 他           

１ 

２ 

９ 

（BJ）換気方式Ｃ：◆ 

強制（機械）換気の場合、換気方式区分について、該当するコ－ドを記入する。自然換気の場

合は‘＊’を記入する。 
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区   分 コ－ド 

縦流式（噴流式） 

縦流式（立坑式） 

縦流式（その他） 

半横流式 

横 流 式 

そ の 他 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

９ 

（BL）換気台数：◆ 

強制（機械）換気の場合、換気機械の所要台数を記入する。自然換気の場合は‘＊’を記入す

る。 

（BM）排水種別Ｃ：◆ 

トンネル内の排水種別について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 区   分 コ－ド 

自 然 排 水             

Ｌ型側溝排水 

Ｕ型側溝排水 

Ｌ型＋暗渠排水 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

Ｕ型＋暗渠排水 

強制（ポンプ）排水 

そ  の  他 

１５ 

２０ 

９９ 

（BO）起点空頭防護施設有無Ｃ 

（BQ）終点空頭防護施設有無Ｃ 

上記（BO）、（BQ）については、起終点の空頭防護施設の有無について、該当するコードを記

入する。 

区   分 コード 

無 し 

有 り 

０ 

１ 

（BX）電話個数：◆ 

（BZ）押しボタン個数：◆ 

（CB）火災検知個数：◆ 

（CD）警報表示個数：◆ 

（CF）点滅灯個数：◆ 

（CH）音信号個数：◆ 

（CJ）誘導表示個数：◆ 
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（CL）排煙個数：◆ 

（CN）避難通路個数：◆ 

（CP）消火栓個数：◆ 

（CR）消化器個数：◆ 

（CT）給水栓個数：◆ 

（CV）無線通信個数：◆ 

（CX）再放送個数：◆ 

（CZ）拡声放送個数：◆ 

（DB）水噴霧個数：◆ 

（DD）ＩＴＶ個数：◆ 

（DF）非常用電源設備個数：◆ 

（DH）非常駐車帯個数：◆ 

（DJ）方向転換個数：◆ 

（DK）自動通報装置型式 

（DL）自動通報装置個数：◆ 

上記（BW）～（DL）については、非常用施設が設置されている場合、各項目の施設の型式（メ

ーカの型番）を１３文字以内で記入し、その施設に対する個数（箇所数）を記入する。なお、該

当する非常用施設が設置されていない場合は‘＊’を記入する。 

（DM）市区町村自Ｃ：◆ 

トンネルの起点側の市区町村名 注）のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要覧」

を参照し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 

（記入例） 茨城県鹿島郡旭村の場合   ―――＞  コード：０８４０１ 

 （検査数字は含まない） 

注）トンネルが市区町村界または都道府県界に設けられている場合は、当該トンネルの管

理者側でとりまとめるものとする。また、２都道府県以上にわたって管理区域を有する

道路管理者の道路に係るトンネルで、管理区域内の市区町村界または都道府県界に設け

られている場合は、延長の長い方の市区町村（都道府県）で計上すること。さらに、１

都道府県または政令指定市を管理区域とする道路管理者の道路に係るトンネルで、管理

区域内の市区町村界に設けられている場合は、延長の長い方の市区町村で計上するもの

とする。 

    なお、管理者が定まっていない場合は、関係機関で協議して記入すること。 
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（DO）検査数字自：◆ 

上記の市区町村に対し、「全国市町村要覧」を参照し、コード末尾の□内の数字を記入する。 

（DP）所在地自：◆ 

該当する区間の起点側の所在地（字番地まで）について、３０文字以内の日本語で記入する。 

（DQ）市区町村至Ｃ：◆ 

トンネルの終点側の市区町村名のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要覧」を

参照し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 

（記入例） 茨城県鹿島郡大洋村の場合  ―――＞  コード：０８４０３ 

（検査数字は含まない） 

（DS）検査数字至：◆ 

上記の市区町村に対し、「全国市町村要覧」を参照し、コード末尾の□内の数字を記入する。 

（DT）所在地至：◆ 

該当する区間の終点側の所在地（字番地まで）について、３０文字以内の日本語で記入する。 

（DU）他域市区町村Ｃ：◆ 

トンネルが市区町村界（都道府県界と重複している場合も同様）に設けられている場合にのみ、

他の市区町村域に関してコードで記入する。使用するコードは「全国市町村要覧」を参照し、「都

道府県市区町村コード」を記入する。該当しない場合は‘＊’を記入する。 

なお、３市区町村以上にわたって存在する場合の中間市区町村に係る分の取扱いについては起

終点両側の市区町村において折半するものとする。 

（DW）他域検査数字：◆ 

上記の市区町村に対し、「全国市町村要覧」を参照し、コード末尾の□内の数字を記入する。

該当しない場合は‘＊’を記入する。 

（DX）他域延長：◆ 

トンネルが市区町村界（都道府県界と重複している場合も同様）に設けられている場合にのみ、

他の市区町村域に関しての延長を記入する。該当しない場合は‘＊’を記入する。 

（DY）現況区分Ｃ：◆ 

トンネルの現況区分について、該当するコードを記入する。なお、通行制限がない場合は‘＊’

を記入する。 

区   分 コード 

自動車通行不能 

通行制限あり 

１ 

２ 
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（EA）道路幅（ｍ）：◆ 

道路部幅員（車道、路肩及び歩道等を加えた幅員）を、小数点以下２位まで記入する。 

（EB）車道幅：◆ 

（EF）左側車道幅、（EK）右側車道幅をプラスした車道部幅員を、小数点以下２位まで記入す

る。 

（EC）歩道等幅：◆ 

（ED）左側歩道幅、（EM）右側歩道幅をプラスした歩道等幅員を、小数点以下２位まで記入す

る。 

（ED）左側歩道幅（ｍ）：◆ 

トンネル内の起点から見て左側の歩道等幅員（車道部と併設してある歩道、歩道＋自転車道お

よび自転車歩行者道の幅員）を、小数点以下２位まで記入する。 

（EE）左側路肩幅（ｍ）：◆ 

トンネル内の起点から見て左側の路肩幅を、小数点以下２位まで記入する。 

（EF）左側車道幅（ｍ）：◆ 注1) 

トンネル内の起点から見て左側の車道幅員を、小数点以下２位まで記入する。なお、車道幅員

が明確でない場合は、車道と同一平面の路肩部分として片側２５㎝を車道幅員より差し引いたも

のと定義する。 

（EG）左側車線数 注1) 

トンネル内の起点から見て左側の車線数を記入する。 

（EH）中央帯（ｍ）：◆ 注2) 

トンネル内の中央帯の幅員を、小数点以下２位まで記入する。 

（EI）中央分離帯（ｍ）：◆ 注2) 

トンネル内の中央分離帯の幅員を、小数点以下２位まで記入する。 

（EJ）右側車線数 注1) 

トンネル内の起点から見て右側の車線数を記入する。 

（EK）右側車道幅（ｍ）：◆ 注1) 

トンネル内の起点から見て右側の車道幅員を、小数点以下２位まで記入する。なお、車道幅員

が明確でない場合は、車道と同一平面の路肩部分として片側２５㎝を車道幅員より差し引いたも

のと定義する。 

（EL）右側路肩幅（ｍ）：◆ 

トンネル内の起点から見て右側の路肩幅を、小数点以下２位まで記入する。 
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（EM）右側歩道幅（ｍ）：◆ 

トンネル内の起点から見て右側の歩道幅員（車道部と併設してある歩道、歩道＋自転車道およ

び自転車歩行者道の幅員）を、小数点以下２位まで記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（EO）縦断勾配符号Ｃ 

トンネル内の最急縦断勾配の符号コ－ドについて、該当するコードを記入する。 

区   分 コ－ド  

水   平 

上   り  

下   り 

０ 

１ 

２ 

 

注）

     

注）上りとは路線の起点側から終点側に向って上っていることをいう。 

（EQ）縦断勾配（％） 

トンネル内の最急縦断勾配を、小数点以下１位まで記入する。なお、水平の場合は「０．０」

を記入する。 

（記入例）  下り５．４１４％の場合   ―――＞   ５．４ 

 

注１）上下線分離で１車線の場合 

 ・(Ｑ)分割区分＝２(下り線）：(EF)左側車道幅、(EG)左側車線数にそれぞれの値を記入し、

(EK)右側車道幅、(EJ)右側車線数は‘0’を記入する。 

 ・(Ｑ)分割区分＝１(上り線）：(EF)左側車道幅、(EG)左側車線数は‘0’を記入し、(EK)

右側車道幅、(EJ)右側車線数にはそれぞれの値を記入する。

注２）上下線分離の場合 

 ・(EH)中央帯、(EI)中央分離帯は‘0’を記入する。 
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（EU）曲線半径（ｍ） 

トンネル内の区間に単曲線が含まれる場合、曲線半径（Ｒ）を、小数点以下１位まで記入する。

なお、曲線区間が複数個存在する場合には、最小曲線区間の部分について記入する。曲線区間が

ない場合は‘＊’を記入する。 

（EW）舗装種別Ｃ：◆ 

トンネル内の舗装種別について、該当するコ－ドを記入する。なお、歩道と車道を併設されて

いる場合は車道部について記入する。 

区   分 コ－ド 区   分 コ－ド 

未 舗 装 

コンクリート系 

アスファルト系 

平板ブロック系 

Ａsブロック系 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

インターロッキング系 

透水性Ａs系 

排水性Ａs系 

そ の 他 

６ 

７ 

８ 

９ 

（EY）舗装厚（ｍ） 

トンネル内の舗装厚（路床面から路面までの厚さ）を、小数点以下２位まで記入する。 

（FA）照明有無Ｃ：◆ 

トンネル内の照明の有無について、該当するコードを記入する。 

（BO）起点空頭防護施設有無Ｃのコード表と同様。 

（FF）ロードヒート有無Ｃ 

トンネル内及び出入口のロードヒーティングの有無について、該当するコードを記入する。 

（BO）起点空頭防護施設有無Ｃのコード表と同様。 

（FK）備考１ 

特記事項について５０文字以内の日本語で記入する。 

（FL）備考２ 

特記事項があれば５０文字以内の日本語で記入する。 



Ｄ０４２－1 

  〔Ｄ０４２〕  ト ン ネ ル 補 修 歴  

    この調査表は、トンネルの補修履歴等に関するデータを登録するためのもので

ある。 

  １．一般的注意事項 

デ－タは次の単位で作成する。 

○  「D040トンネル基本」の作成単位毎とする。 

○  補修が行われた毎とする。 

 

  ２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｇ－１）現旧区分Ｃ 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｇ－１）、（Ｈ）、

（Ｉ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．

共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｐ）トンネルコ－ド：◆ 

トンネルコードについては以下の通り記入する。 

・既存データを貸与されている場合は、既存データに記載されている値を記入する。 

・既存データを貸与されていない場合は、未記入とする。 

（Ｑ）補修年月 



Ｄ０４２－2 

補修を行った年月を記入する。（年は西暦年を記入） 

（記入例）  １９７６年１２月  ―――＞  １９７６１２ 

（Ｒ）補修内容Ｃ 

補修内容について、該当するコードを記入する。 

区    分 コード 区    分 コード

  舗装 

全面  打替え 

全面  オーバーレイ 

部分  打替え 

部分  オーバーレイ 

その他 

  覆工 

セメントによる補強 

内巻による補強 

覆工背面の注入による補強 

押え盛土、保護切り取り 

インバートの設置 

裏込め注入 

鋼アーチ支保工、内巻き等によ 

る補強 

漏水の誘導排水 

耐酸性セメントによる水密性コ 

ンクリートの打設 

セメントモルタルや薬液の注入 

覆工内面の防水モルタルの塗布 

または吹き付け 

覆工内面の排水工の設置 

その他 

  受変電設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  予備電源設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  換気設備 

取替え 

部分修復 

その他 

 

１０１

１０２

１１１

１１２

１９０

 

２０１

２０２

２０３

２１１

２１２

２１３

２１４

 

２２１

２２２

 

２２３

２３１

 

２３２

２９０

 

３０１

３０２

３９０

 

４０１

４０２

４９０

 

５０１

５０２

５９０

  照明設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  排水設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  監視制御設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  通報装置 

取替え 

部分修復 

その他 

  非常用警報装置 

取替え 

部分修復 

その他 

  消火設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  避難誘導設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  その他設備 

取替え 

部分修復 

その他 

  その他 

 

６０１

６０２

６９０

 

７０１

７０２

７９０

 

８０１

８０２

８９０

 

９１１

９１２

９１９

 

９２１

９２２

９２９

 

９３１

９３２

９３９

 

９５１

９５２

９５３

 

９４１

９４２

９４９

９９９

（Ｔ）備考 

  損傷原因等について３０文字以内の日本語で記入する。 



Ｄ０４３－1 

   〔Ｄ０４３〕  ト ン ネ ル 占 用 物  

    この調査表は、トンネル内の占用物件に関するデータを登録するためのもので

ある。 

  １．一般的注意事項 

    デ－タは次の単位で作成する。 

        ○  「D040トンネル基本」の作成単位毎とする。 

        ○  占用物件毎とする。 

         

  ２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｇ－１）現旧区分 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｇ－１）、（Ｈ）、

（Ｉ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．

共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｐ）トンネルコ－ド：◆ 

トンネルコードについては以下の通り記入する。 

・既存データを貸与されている場合は、既存データに記載されている値を記入する。 

・既存データを貸与されていない場合は、未記入とする。 

（Ｑ）占用物件種別Ｃ 

占用物件種別について、該当するコ－ドを記入する。 

 



Ｄ０４３－2 

 

区   分 コ－ド 区   分 コ－ド 

上 水 道               

工 業 用 水 道               

農 業 用 水               

下 水 道               

電         力 

電         話 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

ガ         ス 

道 路 情 報 板               

道 路 標 識               

通信ケーブル等 

Ｉ ・ Ｔ ・ Ｖ               

そ の 他               

１７ 

１８ 

１９ 

５３ 

５４ 

９９ 

（Ｓ）寸法 

・  電力及び電話については、条数と段数を記入する。 

・  道路情報板・道路標識及びＩＴＶの場合は‘＊’を記入。 

・  これら以外については公称径（φ）を㎜単位で記入する。 

（記入例－１）  「上水道  φ200 」の場合 ―――＞  ２００ 

（記入例－２）  「電力  ３条５段」の場合 ―――＞ ０３０５ 

（Ｔ）管理者名 

占用物件の管理者名を、１０文字以内の日本語で記入する。 



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 1/3

D040：トンネル（基本諸元）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○ ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

整理番号１ 半角8文字 ○ ○

整理番号２ 半角4文字 ○ ○

整理番号３ 半角4文字 ○ ○

補助番号 半角2文字 ○ ○

トンネルコード 半角4文字 ○ ○

分割区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

名称 全角20文字 ○ ○

百米標自 999.9 ｋｍ ○ ○

距離自 9999 ｍ ○ ○

百米標至 999.9 ｋｍ ○ ○

距離至 9999 ｍ ○ ○

施設完成年度 999 和暦 ○

施設改修年度 999 和暦 ○ ○

一般有料区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

トンネル分類Ｃ 半角1文字 ○ ○

トンネル工法Ｃ 半角2文字 ○

完成年次 999 和暦 ○ ○

トンネル延長 99999.9 ｍ ○ ○

建築限界高 99.99 ｍ ○ ○

中央高 99.99 ｍ ○ ○

有効高 99.99 ｍ ○ ○

トンネル等級Ｃ 半角1文字 ○ ○

交通量 99999 台／日 ○ ○

壁面種類Ｃ 半角1文字 ○ ○

側壁巻厚 999 ｃｍ ○ ○

アーチ半径 99999 ｃｍ ○ ○

換気種別Ｃ 半角1文字 ○ ○

換気方式Ｃ 半角1文字 ○ ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 2/3

D040：トンネル（基本諸元）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

入力書式
CSV作成対象

換気台数 99 ○ ○

排水種別Ｃ 半角2文字 ○ ○

起点空頭防護施設有無Ｃ 半角1文字 ○

終点空頭防護施設有無Ｃ 半角1文字 ○

電話個数 999 ○ ○

押ボタン個数 999 ○ ○

火災検知個数 999 ○ ○

警報表示個数 999 ○ ○

点滅灯個数 999 ○ ○

音信号個数 999 ○ ○

誘導表示個数 999 ○ ○

排煙個数 999 ○ ○

避難通路個数 999 ○ ○

消火栓個数 999 ○ ○

消化器個数 999 ○ ○

給水栓個数 999 ○ ○

無線通信個数 999 ○ ○

再放送個数 999 ○ ○

拡声放送個数 999 ○ ○

水噴霧個数 999 ○ ○

ＩＴＶ個数 999 ○ ○

非常用電源設備個数 999 ○ ○

非常駐車帯個数 999 ○ ○

方向転換個数 999 ○ ○

自動通報装置型式 半角26文字 ○

自動通報装置個数 99 ○ ○

市区町村自Ｃ 半角5文字 ○ ○

検査数字自 半角1文字 ○ ○

所在地自 全角30文字 ○ ○

市区町村至Ｃ 半角5文字 ○ ○

検査数字至 半角1文字 ○ ○

所在地至 全角30文字 ○ ○

他域市区町村Ｃ 半角5文字 ○ ○

他域検査数字 半角1文字 ○ ○

他域延長 99999 ｍ ○ ○

現況区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 3/3

D040：トンネル（基本諸元）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

入力書式
CSV作成対象

道路幅 99.99 ｍ ○ ○

車道幅 99.99 ｍ ○ ○

歩道等幅 99.99 ｍ ○ ○

左側歩道幅 99.99 ｍ ○ ○

左側路肩幅 99.99 ｍ ○ ○

左側車道幅 99.99 ｍ ○ ○

左側車線数 9 ○

中央帯 99.99 ｍ ○ ○

中央分離帯 99.99 ｍ ○ ○

右側車線数 9 ○

右側車道幅 99.99 ｍ ○ ○

右側路肩幅 99.99 ｍ ○ ○

右側歩道幅 99.99 ｍ ○ ○

縦断勾配符号Ｃ 半角1文字 ○

縦断勾配 99.9 ％ ○

曲線半径 99999.9 ｍ ○

舗装種別Ｃ 半角1文字 ○ ○

舗装厚 9.99 ｍ ○

照明有無Ｃ 半角1文字 ○ ○

ロードヒート有無Ｃ 半角1文字 ○

備考１ 全角50文字 ○

備考２ 全角50文字 ○

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 1/1

D042：トンネル（補修歴）

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○

現旧区分 全角2文字 ○

整理番号１ 半角8文字 ○

整理番号２ 半角4文字 ○

トンネルコード 半角4文字 ○

補修年月 199901 西暦 ○

補修内容Ｃ 半角3文字 ○

備考 全角50文字 ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照
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